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四　

善
助
伯
母
か
ち
の
跡
式
分
割
要
求

　

翌
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
四
月
、
八
三
歳
に
な
る
妙
光
は
遺

書
と
し
て「
我
等
所
持
之
品
不
残
其
方
達
江
無
相
違
相
譲
遣
し
候
、

猶
又
倅
善
十
郎
跡
式
之
儀
茂
不
残
相
譲
候
間
、
さ
き
相
果
候
節
者

右
跡
式
不
残
其
方
達
江
請
取
可
被
申
候
、
依
之
右
家
財
之
類
、
外

江
遣
シ
申
間
敷
候
」
と
記
し
た
善
助
・
金
助
（
忠
助
・
八
代
）
宛

て
の
跡
式
譲
状
を
作
成
し
て
い
る

МЬ

。

　

こ
こ
に
は
「
我
（
妙
光
）
等
所
持
之
品
」、「
倅
善
十
郎
跡
式
之

儀
」
の
ほ
か
、「
さ
き
相
果
候
節
者
右
跡
式
」
を
含
め
す
べ
て
善

助
親
子
に
対
し
譲
り
渡
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
さ
き
」
と

の
関
係
で
は
、「
さ
き
」
の
跡
式
は
彼
女
の
死
後
の
譲
渡
と
さ
れ

て
お
り
、
前
項
で
述
べ
た
妙
光
ら
の
大
坂
町
奉
行
所
盗
賊
方
与
力

　

前
稿
で
は
、
天
王
寺
長
吏
を
勤
め
た
林
家
に
関
わ
る
「
長
吏
文
書
」
の
伝
存
経
緯
と
長
吏
文
書
研
究
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
長
吏
林
家
の
系
譜
を
確

認
し
た
。
林
家
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
六
代
長
吏
善
十
郎
の
跡
式
相
続
を
め
ぐ
っ
て
、
手
下
娘
か
ら
善
十
郎
女
房
と
な
っ
た
「
さ
き
」、
善
助
の
伯
母
「
か
ち
」

が
七
代
善
助
を
相
手
取
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
お
り
、
前
稿
で
は
特
に
「
さ
き
」
の
訴
訟
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
続
い
て
「
か
ち
」
の
跡
式
分
割
要
求

に
つ
い
て
検
討
し
、
京
都
悲
田
院
か
ら
聟
養
子
に
入
っ
た
橘
屋
藤
兵
衛
倅
嘉
助
が
長
吏
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。

要　
　

約

論
文

近
世
後
期
天
王
寺
長
吏
林
家
に
お
け
る
相
続
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

│
長
吏
文
書
研
究
会
の
活
動
よ
り

│
（
下
）

高
久　

智
広
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に
対
す
る
訴
願
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、「
右

家
財
之
類
、
外
江
遣
シ
申
間
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
妙

光
の
作
成
し
た
譲
状
で
は
そ
れ
以
外
の
家
督
跡
式
の
分
与
に
つ
い

て
は
一
切
認
め
て
い
な
い
。

　

こ
の
跡
式
譲
状
に
は
、
証
人
と
し
て
妙
光
の
娘
妙
秀
、
鳶
田
垣

外
の
妙
光
甥
久
介
、
天
王
寺
垣
外
の
妙
光
甥
和
介
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
三
人
の
う
ち
、
奥
印
を
し
て
い
る
の
は
妙

秀
だ
け
で
あ
る
。
久
介
・
和
介
の
二
人
は
妙
光
の
娘
「
か
ち
」
が

「
善
十
郎
跡
式
分
ヶ
取
ニ
可
致
所
存
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
奥

印
を
拒
否
し
て
い
る
。
た
だ
久
介
・
和
介
自
身
は
、
と
も
に
妙
光

の
意
見
に
対
し
て
別
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
妙
光
・
妙
秀

印
形
之
節
ハ
和
介
・
久
介
立
合
見
届
」
る
意
思
を
示
し
て
い
る
。

彼
ら
が
奥
印
を
拒
否
し
た
の
は「
か
ち
」方
と
の
間
に
姻
戚
関
係
、

あ
る
い
は
支
配―

被
支
配
と
い
っ
た
利
害
を
伴
う
関
係
を
持
っ
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
久
介
に
つ
い
て
は
、「
私
方
支
配
人
」

で
あ
る
鳶
田
長
吏
吉
右
衛
門
が
「
か
ち
」
の
聟
で
あ
る
た
め
、「
か

ち
」へ
の
手
前
、証
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。「
か

ち
」
の
夫
に
つ
い
て
は
天
王
寺
小
頭
平
助
で
あ
っ
た
こ
と
を
す
で

に
述
べ
た
。
平
助
に
つ
い
て
は
明
和
六
年
に
善
助
の
「
姉
聟
平

助

НУ

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
四
月
に

は「
か
ち
」に
分
与
さ
れ
た
善
十
郎
財
産
受
取
の
証
人
と
し
て「
か

ち
夫
平
介

НФ

」
と
い
う
記
載
が
確
認
で
き
、「
か
ち
」
の
夫
が
平
助

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
「
か
ち
」
に
は
「
ゑ
い
」「
つ

し
」
な
ど
数
人
の
娘
が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
場
合
、
鳶
田
長
吏
吉
右
衛
門
が
「
か
ち
」
の
娘
聟
で
あ
っ
た
と

解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
和
介
に
つ
い
て
も
、「
か
ち
」
の

倅
で
あ
り
、天
王
寺
小
頭
で
も
あ
る
定
介
に
娘
を
嫁
が
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
林
家
で
は
近
い
血
縁
内
、
あ
る
い
は
長
吏
・
小
頭

と
い
う
同
階
層
内
に
限
定
さ
れ
た
姻
戚
関
係
が
、
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
結
ば
れ
て
い
た
た
め
に
、
親
類
中
の
意
思
決
定
を
よ
り
困
難

に
し
て
い
た
。「
か
ち
」
と
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
の
二
人
の
親

類
が
奥
印
を
拒
ん
だ
の
は
、「
か
ち
儀
何
分
母
妙
光
申
儀
を
不
用
」

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は
あ
る
が
、
以
前
に
は
親
類
中
の
意
思
決

定
に
は
妙
光
の
よ
う
な
家
内
の
年
長
者
の
考
え
が
大
き
な
影
響
力

を
持
ち
、
ま
た
親
類
中
の
決
定
は
一
定
の
強
制
力
を
有
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
三
代
太
平
次
が
早
世
し
た
際
に
は
、
先
代
隠
居

太
郎
右
衛
門
の
指
図
に
よ
っ
て
後
継
者
が
決
定
し
て
い
る
。
ま
た

善
右
衛
門
が
聟
養
子
と
し
て
早
世
し
た
四
代
藤
介
の
跡
を
継
い
だ

と
き
に
は
、
藤
介
の
倅
熊
之
助
を
そ
の
養
子
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
の
は
「
一
家
・
小
頭
」
中
で
あ
っ
た

НХ

。
し
か
し
当
該
期
に
は

「
さ
き
」「
か
ち
」
の
よ
う
に
、
妙
光
が
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
た

親
類
中
の
意
思
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
者
も
出
現
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
か
ち
」
が
妙
光
の
意
思
に
反
し
た
背
景
と
し
て
ど
の



44

正
庵

善
右
衛
門
�
小
勘
�

を
と
�
妙
光
�

藤
介

熊
之
助
�
善
十
郎
�

久
介

さ
き

善
蔵

さ
き
妹

吉
次
郎

善
十
郎
�
熊
之
助
�

つ
じ

勘
右
衛
門

半
次
郎

半
平

か
ち

平
助

吉
右
衛
門

妙
秀

定
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久
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久
七

ゆ
き

松
之
介
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善
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�

ゆ
き

善
介
�
松
之
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�

ゆ
き

善
助
�
松
之
介
�

お
ゆ
か

相
応
の
縁
付
先

金
助(

嘉
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(

善
助
・
善
十
郎
�

和
介

和
介
娘

ゑ
い

桔
梗
屋
小
八

橘
屋
藤
兵
衛

嘉
助

京
都
悲
田
院

◎
後
太
郎
右
衛
門
と
改
名
�

　

太
郎
右
衛
門
四
男
�
太
平
次

　

早
世
ニ
付[

長
三
四
八]

◎
熊
之
助
四
歳
の
時
死
去

　

[

悲
一
五]

④
天
王
寺
長
吏[

悲
一
五]

　

[

長
三
四
八]

◎
正
庵
次
男[

悲
一
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藤
兵
衛
早
世
ニ
付
�
先
太
郎

　

右
衛
門
父
方
甥
�
其
上
聟
ニ

　

付
�
一
家
・
小
頭
中
進
め
に

　

よ
�
て
太
郎
右
衛
門
子
�

　

聟
養
子
に
致
し
�
役
儀
相
勤

　

候
�
其
子
善
十
郎[

長
三
四
八]

　

小
勘
・
享
保
一
九
年
五
三
才
没

　

一
六
八
一-

一
七
三
四

⑤
天
王
寺
長
吏

⑥
天
王
寺
長
吏

⑦
天
王
寺
長
吏

◎
善
右
衛
門
孫
�
善
十
郎

　

無
子
ニ
付
�
幼
少
よ
り

　

養
子
に
致
し

　

[

長
三
四
八]

◎
寛
政
八
年
三
月

　

善
十
郎
と
改
名

　

[

長
四
八
・
二
九
七]

⑨
天
王
寺
長
吏

◎
京
都
悲
田
院
年
寄
惣
十
郎
養
子
ニ
相
成

　

其
後
金
助
と
改
名
�
聟
養
子
ニ
入[

長
三
四
八]

◎
天
明
六
年
七
月
一
九
才
長
吏
名
跡
相
続
者

　

と
し
て
養
子
入
聟[

長
二
七
六
・
八
六
七]

◎
寛
政
八
年
三
月
善
助
と
改
名
�
長
四
八
・
二
九
七
�

◎
文
化
一
三
年
以
前
善
十
郎
と
改
名

◎
文
政
三
年
四
月
長
吏
退
役
�
長
八
七
六
�

◎
金
助
早
世
ニ
付
京
都
秀
延
引
藤
兵
衛
子

　

嘉
助
�
同
所
年
寄
惣
十
郎
養
子
ニ
相
成
�

　

其
後
金
助
と
改
名
�
聟
養
子
ニ
入[

長
三
四
八
�

◎
太
郎
右
衛
門
七
女

◎
明
和
七
寅
年
八
三
才

　

一
六
八
七
�
？

　

◎
善
十
郎
先
妻

　

つ
じ
病
死
後

　

下
女
分
に
貰

　

請[

悲
一
五]

　

◎
善
右
衛
門
仲
間
手
下

　

◎
善
右
衛
門
夫
婦
養
育

◎
成
人
後
養
父
善
右
衛

　

門
娘
つ
じ
と
婚
姻[

悲
一
四]

◎
長
吏
名
跡
相
続

　

◎
鳶
田
長
吏

◎
明
和
八
年
か
ち
聟[

長
六
七
二]

　

◎
天
王
寺
小
頭

◎
明
和
六
年

　

善
十
郎
姉
聟
・

　

安
永
二
年
四
月

　

か
ち
夫

　

[

長
六
九
五]

 

　

◎
道
頓
堀
小
頭

◎
善
十
郎
跡
式
相
続
一
札
証
人[

長
三
五
一]

　 ◎
天
王
寺
小
頭

　

◎
天
王
寺

◎
妙
光
甥

　
◎
鳶
田

◎
妙
光
甥　

◎
河
州
六
反
村

◎
甥
�
善
十
郎
甥
か
�

　

◎
道
頓
堀
小
頭

　

忠
治

◎
天
王
寺
小
頭

　
九
右
衛
門

◎
安
永
六
年

　

以
前
死
去

　

忠
助
�
金
助
・
弥
三
八
�
？

⑧
天
王
寺
長
吏

◎
安
永
五
年
一
二
月
四
天
王
寺
に
対
し
不
調
法

　

[

悲
八]

◎
天
明
三
年
八
月
乱
心
ニ
付
�
長
吏
役
御
免

　

[

長
七
一
四]

◎
金
助
早
世[

長
三
四
八
�

つ
し

◎
天
王
寺
小
頭

◎
善
十
郎
の
従
兄
弟
ま
た
は
甥
か

　
◎
安
永
元
年
夫
を
取
り

　

長
吏
役
を
勤
め
さ
せ

　

家
を
守
る
条
件
で
善

　

助
よ
り
家
督
を
相
続[

長
六
七
四]

◎
安
永
元
年
姉
ゑ
い
が

　

夫
を
取
れ
な
い
な
ど

　

長
吏
役
を
相
続
で
き

　

な
い
場
合

　

長
吏
役
跡
式
を
相
続[

長
六
七
四]

太
平
次

藤
兵
衛

◎
太
郎
右
衛
門
嫡
子

　

心
得
違
有
り[

長
三
四
八]

　

享
保
二
〇
年
七
二
才
没

　

一
六
六
三-

一
七
三
五

　
◎
太
郎
右
衛
門
二
男[

長
三
四
八]

　

享
保
六
年
四
一
才
没

　

一
六
八
〇-

一
七
二
一

　

◎
太
郎
右
衛
門
三
男
・
午
松

③
天
王
寺
長
吏
・
早
世

　
[

長
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四
八]

　　

太
郎
右
衛
門

源
右
衛
門

◎
長
吏
平
兵
嫡
子[

長
三
四
八]

②
天
王
寺
長
吏[

長
三
四
八]

　　　 ◎
長
吏
兵
治
三
男[

長
三
四
八]

　

小
頭

　

享
保
一
八
年
八
三
才
没

　

一
六
五
一-

一
七
三
三

　

兵
治

①
天
王
寺
長
吏[

長
三
四
八]

　

元
禄
一
一
年
八
〇
才

　

転
宗
後
�
善
休
に
改
名

 

�
藤
兵
衛

・
太
郎
右
衛
門
�

◎
勘
右
衛
門
死
去
後

　

母
つ
じ
�
善
十
郎
に
嫁
合

　

両
人
善
十
郎
養
子
と
な
る

京
都
悲
田
院
年
寄

惣
十
郎

嘉
助
�
金
助
�

善
吉(

善
助
�

⑩
天
王
寺
長
吏

◎
文
政
三
年
四
月
善
十
郎(

金
助)

退
役
ニ
付

　

跡
役[

長
八
七
五]

二
男

く
に

◎
兵
治
娵
・
太
郎
右
衛
門
妻

　

享
保
一
四
年
八
四
才
没

　　　

犬
松

◎
和
泉
国
大
庭
寺
村
生

　

元
禄
一
一
年
三
一
才

　

一
六
六
七
�
？

　

◎
長
吏
兵
治
四
男

　

享
保
一
六
年
七
八
才
没

　

一
六
五
四-

一
七
三
一

　

こ
ま
ん

◎
兵
治
娵
・
正
庵
妻

　

尼
崎
垣
外
生

　

未
四
月
一
九
日
没

　　　
吉
右
衛
門

◎
長
吏
兵
治
五
男

　

享
保
一
九
年
七
一
才
没

　

一
六
六
四-

一
七
三
四

　
し
も

◎
兵
治
娵
・
吉
右
衛
門
妻

　

河
内
国
久
宝
寺
村
生

　

元
文
四
年
七
二
才
没

　

一
六
六
七-

一
七
三
九

　　　

源
太
郎

つ
げ

竹
蔵

猿
松

い
ち

こ
い
ち

る
り

◎
太
郎
右
衛
門
娘

　

享
保
一
八
年
五
〇
才
没

　

一
六
八
三-

一
七
三
三

　
こ
ま
ん

◎
太
郎
右
衛
門
娘

　

延
享
元
年
五
八
才
没
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よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
善
十
郎
の
死
に

よ
っ
て
初
代
兵
治
の
男
系
が
途
切
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
妙
光
の
娘
で
あ
る
「
つ
じ
」
と
そ
の
姉
「
か
ち
」
の

子
ど
も
た
ち
の
相
続
順
位
に
は
格
差
が
な
く
な
っ
た
。つ
ま
り「
つ

じ
」の
子
ど
も
で
あ
る
善
助
と
、「
か
ち
」の
子
ど
も
で
あ
る
定
介
・

「
ゑ
い
」・「
つ
し
」
の
相
続
順
位
は
ほ
ぼ
同
位
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
善
助
は
「
さ
き
」
と
の
一
件
に
お
い
て
は
「
先
年
親
善
十
郎

私
江
名
前
相
譲
、
同
家
掛
り
人
ニ
相
成
、
則
私
祖
父
善
右
衛
門
よ

り
善
十
郎
江
相
譲
候
印
判
、
又
々
私
江
譲
、
跡
色
不
残
是
方
へ
死

後
ニ
可
相
渡

НЦ

」
と
自
ら
の
筋
目
の
正
し
さ
を
主
張
し
た
が
、
善
右

衛
門
の
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
「
か
ち
」
の
子
ど
も
た
ち
に
も

当
て
は
ま
り
、
同
様
に
相
続
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
時
点
で
は
、
鳶
田
長
吏
吉
右
衛
門
が

「
か
ち
聟
ニ
候
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
影
響
力
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
善
助
は
安
永
元
年
一
二
月
、
つ
い
に
「
か
ち
」
の
娘

で
あ
る
「
ゑ
い
」、「
つ
し
」
に
善
十
郎
の
跡
式
を
譲
り
渡
す
こ
と

を
申
し
渡
し
て
い
る
。「
ゑ
い
」
に
対
し
て
は
、
聟
を
取
り
長
吏

役
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
家
督
の
七
分
を
譲
り
渡

す
こ
と
を
、
そ
の
妹
「
つ
し
」
に
対
し
て
は
家
督
の
三
分
を
譲
り

渡
す
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
も
し
「
ゑ
い
」
が
聟
養
子
を
取

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、「
ゑ
い
」
の
取
り
分
も
全
て
「
つ
し
」

に
渡
し
、「
つ
し
」
の
夫
に
長
吏
役
を
勤
め
さ
せ
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

つ
い
で
安
永
二
年
に
は
、「
か
ち
」
に
対
し
、
善
十
郎
の
形
見

分
け
と
し
て
豊
後
町
和
泉
屋
昼
夜
一
軒
番
株
、
内
淡
路
町
丁
内
夜

番
株
を
永
々
譲
り
渡
し
、
代
わ
り
に
、
先
に
「
か
ち
」
が
貰
い
受

け
て
い
た
淡
路
町
和
泉
屋
の
番
人
株
を
差
し
戻
す
一
札
が
交
わ
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
一
札
を
交
わ
す
に
あ
た
っ
て
「
か
ち
」
側
の
証

人
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
か
ち
」
の
夫
で
あ
る
天
王
寺
小
頭
平

助
と
鳶
田
長
吏
吉
右
衛
門
で
あ
り
、
善
助
側
の
証
人
と
な
っ
て
い

る
の
は
道
頓
堀
長
吏
仁
兵
衛
と
道
頓
堀
小
頭
半
平
で
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
こ
の
半
平
は
善
助
の
母
で
あ
る
「
つ
じ
」
の
夫
勘
右

衛
門
の
兄
で
あ
り
、
天
王
寺
長
吏
林
家
の
跡
式
相
続
を
め
ぐ
る
こ

の
争
い
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
鳶
田
ま
た
は
道
頓
堀
の
長
吏
・
小

頭
と
の
姻
戚
関
係
を
持
っ
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
か
ち
」
側
は
善
助
に
対
し
て
数
度
に
わ
た
り
長

吏
役
の
譲
り
渡
し
も
含
め
て
、
先
代
善
十
郎
家
督
跡
式
の
分
与
を

要
求
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
「
か
ち
」
が
病
死
す
る
と
、
善
助
側

に
形
勢
は
逆
転
し
た
。
安
永
六
年
、
善
助
は
善
十
郎
の
家
督
跡
式

の
分
与
に
つ
い
て
「
善
十
郎
跡
着
類
之
外
又
々
筐
分
致
し
遣
シ
可

申
与
存
候
所
」「
其
後
お
か
ち
ど
の
病
死
被
致
候
ニ
付
、
一
向
此

義
沙
汰
ニ
不
及
候
之
間
、
お
か
ち
ど
の
倅
共
始
、
其
外
何
方
江
茂

何
ニ
不
寄
、
少
之
も
の
ニ
而
茂
遣
シ
申
間
敷
候

НЧ

」
と
「
か
ち
」
娘
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「
ゑ
い
」・「
つ
し
」に
対
し
て
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、「
か

ち
」
側
か
ら
分
与
の
要
求
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
善
助

は
「
か
ち
」
の
死
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
家
督
相
続
者
と
し
て

地
位
の
確
立
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
だ
が
こ
の
時
点
で
は
未
だ

そ
の
立
場
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
善
助
に
次
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
継
承
す
る
確
固
た
る
相
続
人
を
準
備
す
る

こ
と
と
、
そ
の
相
続
人
が
一
元
的
に
長
吏
家
督
を
相
続
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

五　

養
子
嘉
助
の
長
吏
家
督
の
確
立

　

だ
が
そ
の
善
助
の
家
督
を
相
続
す
べ
き
男
子
に
つ
い
て
は
不
明

確
な
点
が
多
い
。「
さ
き
」が
下
女
と
し
て
善
十
郎
の
家
内
に
入
り
、

妙
光
が
休
息
所
へ
移
り
住
ん
だ
際
、
善
助
も
妻
帯
し
て
こ
れ
に
同

居
し
、
そ
こ
で
倅
を
も
う
け
て
い
る
。
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年

に
妙
光
が
作
成
し
た
跡
式
譲
状
に
は
善
十
郎
家
督
相
続
人
善
助
と

並
ん
で
、
同
孫
金
介
（
金
助
）
と
い
う
名
前
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
一
二
月
に
は
悲
田
院
長
吏
先
役
善
助

の
名
で
四
天
王
寺
御
役
人
衆
中
に
対
し
て
長
吏
忠
介
（
忠
助
）
の

心
得
違
い
に
つ
い
て
の
誤
り
一
札
が
差
し
出
さ
れ
て
お
り

НШ

、
天
明

三
（
一
七
八
三
）
年
八
月
に
は
天
王
寺
長
吏
弥
三
八
が
「
少
々
乱

心
ニ
相
成
快
気
之
儀
難
斗
」
な
っ
た
た
め
、「
一
家
共
内
寄
相
談
」

の
上
で
、
次
の
長
吏
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
先
長
吏
で
あ
る
善
助

が
長
吏
役
を
勤
め
る
こ
と
を
天
王
寺
役
人
中
、
天
王
寺
村
庄
屋
・

年
寄
中
に
届
け
て
い
る

НЩ

。
こ
の
よ
う
に
明
和
八
年
か
ら
天
明
三
年

ま
で
の
一
二
年
間
に
金
介
（
金
助
）・
忠
介
（
忠
助
）・
弥
三
八
と

い
う
三
つ
の
長
吏
相
続
人
の
名
前
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ

が
、
九
代
金
助
（
嘉
助
・
京
都
悲
田
院
か
ら
の
養
子
）
の
作
成
と
考

え
ら
れ
る
「
四
天
王
寺
御
山
内
様
差
上
古
筆
之
写
」
に
は
「
長
吏

嫡
子
金
助
」「
早
世
ニ
付
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
三
つ
の
名
前
は
い
ず
れ
も
嫡
子
金
助
（
八
代
）
を
指
す
と
考

え
た
い
。

　

つ
ま
り
、
よ
う
や
く
家
内
に
お
け
る
自
ら
の
地
位
を
確
立
し
た

善
助
で
あ
っ
た
が
、
嫡
子
金
助
（
八
代
）
の
早
世
に
よ
り
、
そ
の

継
承
者
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
善
助
が
再
び
長
吏
役

を
勤
め
る
が
、
善
助
自
身
老
年
の
た
め
病
気
を
患
い
、
天
明
五
年

四
月
に
は
、
回
復
す
る
か
、
あ
る
い
は
養
子
を
貰
う
ま
で
の
間
、

長
吏
役
を
小
頭
勘
助
に
、
小
頭
役
を
天
王
寺
久
四
郎
に
代
勤
さ
せ

る
こ
と
を
四
天
王
寺
役
人
衆
中
に
届
け
出
て
い
る

НЪ

。

　

翌
年
七
月
、善
助
は
京
都
悲
田
院
井
筒
屋
三
蔵
の
仲
介
を
得
て
、

京
都
悲
田
院
橘
屋
藤
兵
衛
倅
嘉
助
（
九
代
金
助
）
を
家
名
相
続
人

と
し
て
娘
「
お
ゆ
か
」
の
聟
養
子
に
貰
い
受
け
る
こ
と
と
し
た

НЫ

。

嘉
助
は
こ
の
養
子
入
り
に
先
立
っ
て
、
京
都
悲
田
院
年
寄
惣
十
郎

家
に
養
子
に
入
っ
て
い
る

НЬ

。
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だ
が
善
助
は
嘉
助
に
す
ぐ
に
長
吏
役
を
譲
り
渡
す
こ
と
は
せ

ず
、
同
年
一
一
月
に
は
、
天
王
寺
村
に
対
し
て
嘉
助
を
差
し
出
す

ま
で
の
間
、
ひ
き
つ
づ
き
長
吏
役
を
小
頭
勘
助
に
代
勤
さ
せ
る
こ

と
を
再
度
届
け
出
て
い
る

ОУ

。

　

嘉
助
が
改
名
し
た
九
代
長
吏
金
助
の
名
前
が
史
料
上
確
認
で
き

る
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
天
明
八
年
一
二
月
が
最
初
で
あ

る

ОФ

。
こ
れ
以
降
、
長
吏
名
は
善
助
か
ら
金
助
に
替
わ
る
。
だ
が
寛

政
五
（
一
七
九
三
）
年
正
月
に
四
ヶ
所
長
吏
の
連
名
で
作
成
さ
れ

た
口
上
書
に
は
「
長
々
病
身
ニ
而
引
込
罷
在
候
処
、
此
節
快
気
仕

候
得
共
、
年
被
寄
御
座
候
得
者
、
是
迄
之
通
倅
金
助
御
召
遣
被
為

成
下
、
善
介
義
者
老
年
之
義
ニ
御
座
候
得
ハ
聊
相
応
之
御
用
等
被

為
仰
付
置
候

ОХ

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
善
助
は
そ
の
後
も
金
助
の
後

見
と
し
て
長
吏
役
に
は
関
わ
り
続
け
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
寛
政
八
年
二
月
に
七
代
善
助
と
九
代
金
助
は
そ
れ
ぞ
れ
善
十

郎
と
善
助
の
親
名
前
を
襲
名
し
、
善
十
郎
と
改
名
し
た
七
代
善
助

は
こ
こ
に
お
い
て
よ
う
や
く
隠
居
す
る
の
で
あ
る

ОЦ

。

　

善
助
と
改
名
し
た
九
代
金
助
は
、
さ
ら
に
文
化
年
間
（
一
八
〇

四
〜
一
八
一
七
）
に
善
十
郎
と
改
名
し
、
文
政
元
（
一
八
一
八
）

年
一
二
月
に
は
「
御
山
内
様
御
用
度
毎
」、
つ
ま
り
四
天
王
寺
の

御
用
を
勤
め
る
際
の
帯
刀
を
願
い
出
て
い
る

ОЧ

。

　

長
文
の
た
め
要
約
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

長
吏
林
家
で
は
往
古
に
は
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
と
伝
承
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
刀
は
現
在
も
同
家
に
伝
世
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ

の
後
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
定
か
で
は
な
い
が
帯
刀
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
だ
が
往
古
の
通
り
帯
刀
す
る
こ
と
は
先
祖
代
々
の
存
念
で

あ
り
、
自
身
は
養
子
の
身
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
先
祖
の
存
念
を

か
な
え
る
こ
と
が
先
祖
へ
の
孝
行
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

京
都
悲
田
院
で
は
年
寄
役
の
帯
刀
は
往
古
か
ら
の
仕
来
り
で
あ

り
、
手
下
の
者
で
あ
っ
て
も
摂
州
島
上
郡
高
槻
城
下
・
摂
州
有
馬

郡
三
田
城
下
・
河
州
錦
部
郡
三
日
市
の
番
人
小
頭
三
人
は
地
頭
か

ら
帯
刀
を
許
さ
れ
て
お
り
、
同
家
に
関
し
て
も
帯
刀
を
許
可
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
願
書
の
中
で
九
代
善
十
郎
は
、四
天
王
寺
と
養
家
の
由
緒
、

自
ら
の
出
所
で
あ
る
京
都
悲
田
院
の
由
緒
と
い
う
異
な
る
二
つ
の

由
緒
を
利
用
し
て
帯
刀
を
願
い
出
る
論
理
を
つ
く
り
出
し
て
い
る

が
、
で
は
七
代
善
十
郎
か
ら
跡
式
を
一
元
的
に
継
承
し
た
彼
が
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
四
天
王
寺
に
対
し
帯
刀
を
願
い
出
る
必
要
性

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

四
ヶ
所
垣
外
の
指
導
機
関
を
形
成
す
る
長
吏
・
小
頭
階
層
内
の

濃
密
な
姻
戚
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
の
は
当
然
、
天
王
寺
長
吏
林

家
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
血
族
・
姻
族
に
よ
る
派
閥

化
・
グ
ル
ー
プ
化
を
積
極
的
に
進
め
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
た
と

え
ば
鳶
田
長
吏
休
右
衛
門
は
「
道
頓
堀
・
天
満
江
者
自
分
弟
・
甥

抔
長
吏
・
小
頭
相
勤
」
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
九
代
善
十
郎
の
手
下
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小
頭
忠
次
も
休
右
衛
門
の
従
兄
弟

ОШ

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
鳶
田
長
吏

休
右
衛
門
と
、
長
吏
役
を
代
勤
し
て
い
た
天
王
寺
小
頭
勘
助
と
は

入
魂
の
関
係
で
あ
り
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
勘
助
が
不

埒
な
行
い
に
よ
っ
て
仕
置
き
を
受
け
た
際
に
は
、
小
頭
勘
助
の
跡

式
相
続
に
関
し
て
親
類
中
は
、
天
王
寺
長
吏
で
あ
る
九
代
善
十
郎

で
は
な
く
、
こ
の
鳶
田
長
吏
休
右
衛
門
に
度
々
相
談
し
て
い
る

ОЩ

。

こ
の
頃
、
鳶
田
長
吏
休
右
衛
門
は
、
血
縁
・
姻
戚
関
係
を
基
礎
と

し
て
結
合
し
た
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
四
ヶ

所
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
小
頭
勘
助
の
不
埒
一
件
を
み
て
い
く
と
、
彼
に
は
奢
り
が
ま
し

い
行
動
が
多
く
、
支
配
長
吏
で
あ
る
九
代
善
十
郎
ら
に
対
し
「
不

糺
之
義
」
を
度
々
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
兼
々
長
吏

に
相
成
度
存
念
」
を
持
つ
ま
で
に
い
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

ОЪ

。
小

頭
勘
助
が
長
吏
役
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
鳶
田
長

吏
休
右
衛
門
を
頂
点
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
背
後
に
み
え
る

が
、
逆
に
四
ヶ
所
内
の
血
縁
や
姻
戚
・
養
子
縁
組
関
係
に
よ
る
繋

が
り
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
存
在
と
し
て
長
吏
家
督
を
確
立
し
た
九

代
善
十
郎
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
脅
威
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

　

九
代
善
十
郎
は
こ
の
一
年
半
後
の
文
政
三
年
四
月
に
長
吏
を
退

役
し
、
倅
善
助
（
一
〇
代
）
に
長
吏
役
と
家
督
を
譲
り
渡
し
て
い

る

ОЫ

。
文
政
六
年
以
降
、
史
料
上
長
吏
名
に
は
善
吉
と
い
う
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
助
は
後
に
善
吉
（
一
〇
代
）
と
改

名
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
王
寺
長
吏
の
相
続
は
善
吉
以
後
、

善
次
郎
（
一
一
代
）・
善
五
郎
（
一
二
代
）
と
続
き
、
明
治
維
新
を

迎
え
て
い
る
。
天
王
寺
長
吏
林
家
で
は
、
四
代
藤
介
が
二
代
太
郎

右
衛
門
の
名
前
を
継
承
し
て
い
る
が
、
二
代
が
同
時
に
親
名
前
の

継
承
を
す
る
例
は
本
稿
で
見
て
き
た
こ
の
七
代
善
助
と
九
代
金
助

の
例
だ
け
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
七
代
善
助
は
病
気
の
た
め

小
頭
勘
助
に
長
吏
役
を
代
勤
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
は
養
子
で
あ
る
金
助
（
九
代
）

に
長
吏
役
を
相
続
さ
せ
ず
、
ま
た
長
吏
相
続
後
も
親
長
吏
と
し
て

後
見
し
つ
づ
け
た
。
こ
れ
は
長
吏
役
の
相
続
＝
林
家
の
家
督
す
べ

て
の
相
続
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
七
代
善
助
の
体
験
と
密
接
に

か
か
わ
る
。
善
助
に
と
っ
て
、
養
子
で
あ
る
金
助
に
自
身
が
か
ろ

う
じ
て
相
続
し
た
六
代
善
十
郎
の
家
督
跡
式
の
す
べ
て
、
つ
ま
り

七
代
善
助
の
代
に
は
二
元
的
に
継
承
さ
れ
た
長
吏
役
と
家
督
を
一

元
的
に
継
承
さ
せ
る
た
め
に
、
誰
が
そ
の
正
式
な
継
承
者
で
あ
る

の
か
を
家
内
に
お
い
て
承
認
さ
せ
る
装
置
を
つ
く
り
出
す
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
七
代
善
助
・
九
代
金
助
の
二
代
に
わ
た
る
親
名

前
の
襲
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
金
助
の
倅
善
吉
は
当
初
善
助

の
名
を
継
い
で
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
善
十
郎
を
襲
名
し

た
金
助
の
後
継
者
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
四
天
王

寺
に
対
し
て
帯
刀
を
願
い
出
た
こ
と
の
意
味
は
、
金
助
自
身
が
こ
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の
帯
刀
願
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
「
私
儀
者
他
国
よ
り
養
子
ニ
相

成
候
者
故
」、
つ
ま
り
他
所
か
ら
入
っ
て
き
た
金
助
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、天
王
寺
長
吏
相
続
人
と
し
て
の
筋
目
の
正
し
さ
を
補
完
し
、

自
ら
が
正
統
な
天
王
寺
長
吏
相
続
者
で
あ
る
こ
と
を
四
ヶ
所
全
体

に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
林
家
に
入
る
に
先
立
っ

て
、
金
助
が
京
都
悲
田
院
年
寄
惣
十
郎
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
同
様
の
意
味
を
持
つ
。
帯
刀
願
い
は
さ
ら
に
養
家
と
出
所
で

あ
る
京
都
悲
田
院
の
両
方
の
由
緒
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
そ
れ

を
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
に

　

本
稿
で
は
、
一
八
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ
た
天
王
寺
長
吏
林
家
の

家
督
相
続
問
題
を
素
材
と
し
て
き
た
。
同
家
に
お
い
て
は
、
す
く

な
く
と
も
五
代
善
右
衛
門
ま
で
は
家
内
の
年
長
者
が
そ
の
意
思
決

定
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
え
て
お
り
、
そ
の
も
と
で
親
類
中
も

相
続
人
に
関
す
る
意
思
決
定
の
機
能
を
果
た
し
え
て
い
た
。
だ
が

六
代
善
十
郎
の
代
に
は
下
位
階
層
か
ら
の
入
嫁
が
認
め
ら
れ
、
善

十
郎
自
身
も
実
子
を
持
た
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

初
代
兵
治
か
ら
続
い
た
男
系
の
筋
目
が
途
絶
え
た
。
後
家
と
な
っ

た
手
下
娘
「
さ
き
」
の
存
在
は
長
吏
家
格
の
相
対
的
な
低
下
を
招

く
も
の
と
林
家
家
中
で
は
認
識
さ
れ
、
親
類
中
の
長
で
あ
っ
た
五

代
長
吏
善
右
衛
門
の
後
家
妙
光
は
、「
さ
き
」
の
家
内
か
ら
の
排

除
を
強
く
望
ん
だ
。
本
来
、
家
督
相
続
に
お
い
て
親
類
中
は
相
続

人
に
関
す
る
意
思
決
定
権
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
り
、
な
か
で
も

先
々
代
長
吏
善
右
衛
門
の
後
家
で
あ
る
妙
光
が
当
初
は
強
い
発
言

力
を
発
揮
し
て
い
た
よ
う
に
、
家
内
の
年
長
者
の
権
限
は
き
わ
め

て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
親
内
や
四
ヶ
所
垣
外
の
指
導

者
層
を
形
成
す
る
「
御
仲
」
と
い
う
階
層
内
に
限
定
さ
れ
た
範
囲

で
の
婚
姻
・
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
親
類
関
係

は
、
相
続
順
位
や
優
位
性
を
不
透
明
な
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
関
係
が
相
続
人
に
関
す
る
親
類
中
の
意
思
形
成
を
阻
む

要
因
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
克
服
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
が
、
七
代

善
助
・
九
代
金
助
の
代
に
行
わ
れ
た
長
吏
相
続
者
に
よ
る
家
督
全

権
の
継
承
、
つ
ま
り
長
吏
役
と
私
的
財
産
で
あ
る
家
督
跡
式
の
一

元
的
相
続
で
あ
り
、
家
督
相
続
人
の
地
位
を
明
確
化
す
る
た
め
の

親
名
前
の
襲
名
で
あ
っ
た
。

　

久
留
島
浩
氏
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
社
会

的
・
経
済
的
・
政
治
的
地
位
の
低
下
に
直
面
し
た
様
々
な
社
会
集

団
が
、
家
格
の
維
持
・
誇
示
の
た
め
に
由
緒
を
発
見
し
、
語
り
始

め
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
て
い
る

ОЬ

。
ま
た
「
村
が
こ
と
さ
ら
に
村

の
「
由
緒
」
を
語
り
、
歴
史
性
を
自
覚
す
る
の
は
、
そ
の
村
が
特

権
を
奪
わ
れ
る
な
ど
、「
危
機
」
的
状
況
に
あ
る
場
合
」
が
多
く
、
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さ
ら
に
「
村
の
由
緒
」
と
「
家
の
由
緒
」
は
切
り
離
せ
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

ПУ

。

　

四
ヶ
所
垣
外
で
は
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
九
月
、
明
和
八
年

四
月
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
九
月
、
寛
政
八
（
一
七
九
三
）

年
一
〇
月
に
盗
賊
方
を
通
し
て
大
坂
町
奉
行
所
に
由
緒
書
を
提
出

し
て
い
る

ПФ

。
こ
れ
ら
の
由
緒
書
の
提
出
に
は
そ
れ
ぞ
れ
本
稿
で
述

べ
た
よ
う
な
家
督
相
続
に
か
か
わ
る
問
題
と
は
別
の
契
機
が
あ
っ

た
が
、
由
緒
書
の
提
出
が
本
稿
で
扱
っ
た
家
督
相
続
に
か
か
わ
る

争
論
の
展
開
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
時
期
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。

塚
田
氏
は
、
安
永
〜
寛
政
期
に
は
天
王
寺
垣
外
に
対
す
る
四
天
王

寺
の
支
配
が
強
ま
り
、四
天
王
寺
や
渡
辺
村
と
の
関
係
に
お
い
て
、

大
坂
の
非
人
た
ち
の
由
緒
の
展
開
や
拡
張
が
み
ら
れ
た
と
述
べ
て

い
る

ПХ

。九
代
善
十
郎
が
四
天
王
寺
の
御
用
を
勤
め
る
際
の
帯
刀
を
、

天
王
寺
長
吏
林
家
と
京
都
悲
田
院
の
由
緒
を
掛
け
合
わ
せ
る
形
で

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
王
寺
長
吏
林
家
に
お
い
て

長
吏
跡
式
相
続
の
問
題
は
「
由
緒
」
を
語
る
べ
き
大
坂
非
人
社
会

内
に
お
け
る
「
危
機
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
問
題
は
塚

田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
外
的
要
因
と
並
立
し
て
存
在
し
て
い
た

と
い
え
る
。
本
稿
で
み
た
一
連
の
流
れ
は
、
こ
う
し
た
「
危
機
」

に
直
面
し
た
天
王
寺
長
吏
の
家
格
を
い
か
に
維
持
し
、
継
承
し
て

い
く
か
、
こ
の
課
題
を
克
服
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
書
い
た
が
、
本
稿
は
長
吏
文
書
研
究
会
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
間
報
告
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
会
に
お
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
数
多
く
の

助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

寺
木
伸
明
氏
・
藤
原
有
和
氏
の
最
新
の
成
果
に
つ
い
て
も
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
稿
は
天
王
寺
長
吏
林
家
の
系
図
復

元
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
「
長
吏
文
書
研
究
会
」
の
活
動
の
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
た
「
長
吏
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
度
中
の
史
料

集
刊
行
に
向
け
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
一
同
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
史
料
集
の
刊
行
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る

方
々
に
は
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

注（
39
）
長
吏
文
書
六
七
二
「
跡
式
譲
状
之
事
」。

（
40
）
長
吏
文
書
五
八
一
「
家
督
跡
式
相
続
譲
り
状
之
事
」。

（
41
）
長
吏
文
書
六
九
五
「
一
札
」。

（
42
）
前
掲
、
長
吏
文
書
三
四
八
。

（
43
）
前
掲
、
長
吏
文
書
三
五
二
。

（
44
）
長
吏
文
書
六
七
四
「
添
証
文
之
事
」。

（
45
）
前
掲
『
悲
田
院
文
書
』
三
五
頁
。
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（
46
）
長
吏
文
書
七
一
四
「
乍
恐
口
上
」。

（
47
）
長
吏
文
書
六
七
九
「
乍
恐
口
上
」。

（
48
）長
吏
文
書
二
七
六「
一
札
」、
同
八
六
七「
養
子
証
文
之
事
」、『
悲

田
院
文
書
』
一
四
。

（
49
）
前
掲
、
長
吏
文
書
三
四
八
。

（
50
）
長
吏
文
書
七
一
六
「
乍
恐
口
上
」。

（
51
）
前
掲
『
悲
田
院
文
書
』。

（
52
）
長
吏
文
書
二
九
九
「
乍
恐
口
上
」。

（
53
）
長
吏
文
書
二
九
七
「
乍
恐
口
上
」。
こ
の
口
上
書
に
は
「
御
城
代

牧
野
備
中
守
様
・
御
奉
行
西
松
平
岩
見
守
様
・
同
東
山
口
丹
波
守

様
・
西
御
月
番
葛
山
狡
作
様
・
杉
浦
兵
左
衛
門
様
・
東 

瀬
田
藤

四
郎
様
・
牧
野
平
左
衛
門
様
・
惣
代
岡
嶋
柳
蔵
殿
」
と
記
さ
れ
た

貼
り
紙
が
あ
り
、
長
吏
役
の
相
続
、
親
名
前
へ
の
改
名
は
こ
れ
ら

の
人
々
に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
葛
山
狡
作
・
杉
浦
兵

左
衛
門
・
瀬
田
藤　

四
郎
・
牧
野
平
左
衛
門
は
そ
れ
ぞ
れ
盗
賊
方

与
力
。

（
54
）
長
吏
文
書
三
四
六
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」。

（
55
）
長
吏
文
書
五
二
三
「
小
頭
勘
助
御
仕
置
一
件
（
仮
）」。

（
56
）
前
掲
、
長
吏
文
書
五
二
三
。

（
57
）
長
吏
文
書
七
九
「
小
頭
勘
助
御
仕
置
一
件
（
仮
）」。

（
58
）
長
吏
文
書
八
七
五
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願
上
候
」。

（
59
）
久
留
島
浩
「
村
が
「
由
緒
」
を
語
る
と
き―

「
村
の
由
緒
」
に

つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト―

」（
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世

の
社
会
集
団―

由
緒
と
言
説―

山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
）。

（
60
）
前
掲
、
久
留
島
浩
「
村
が
「
由
緒
」
を
語
る
と
き―

「
村
の
由
緒
」

に
つ
い
て
の
研
究
ノ
ー
ト―

」。

（
61
）
前
掲
『
悲
田
院
文
書
』。

（
62
）
前
掲
、
塚
田
「
非
人
│
近
世
大
坂
の
非
人
と
そ
の
由
緒
│
」。

【
正
誤
】

　

前
稿
「
近
世
後
期
天
王
寺
長
吏
林
家
に
お
け
る
相
続
を
め
ぐ
っ
て

（
上
）」（
一
六
八
号
〈
二
〇
〇
六
年
二
月
〉）
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　

四
五
頁
上
段
一
五
行
目
〜
一
六
行
目

　
　

誤
「
は
じ
め
鳶
田
垣
外
小
頭
半
次
郎
弟
勘
右
衛
門
に
嫁
ぎ
」

　
　
　
　
　

←

　
　

正
「
は
じ
め
道
頓
堀
垣
外
小
頭
半
次
郎
弟
勘
右
衛
門
に
嫁
ぎ
」




